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情報
（
名
古
屋
市
北
区
清
水
4
丁
目
17
番
30

号
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

13:

30
〜
13:

40

開
会
挨
拶
（
土
木
学

会
中
部
支
部
）

13:

40
〜
13:

55

〝
高
速
6
号
清
須
線
〞

の
事
業
概
要
に
つ
い
て

名
古
屋
高
速
道
路
公
社
　
計
画
部

中
山
裕
昭

13:

55
〜
14:

45

〝
高
速
6
号
清
須
線
〞

の
特
殊
構
造
及
び
新
技
術
に
つ
い
て

名
古
屋
高
速
道
路
公
社
　
工
務
部

中
尾
健
太
郎

名
古
屋
高
速
道
路
公
社
　
計
画
部

沖
森
克
文

14:

45
〜
15:

05

質
疑
応
答

（
休
　
憩
）

15:

15
〜
16:

05

〝
高
速
6
号
清
須
線
〞

の
施
工
技
術
に
つ
い
て

名
古
屋
高
速
道
路
公
社
　
工
務
部

杉
浦
裕
幸

名
古
屋
高
速
道
路
公
社
　
建
設
部

馬
場
信
行

16:

05
〜
16:

25

〝
高
速
都
心
環
状
線
〞

山
王
カ
ー
ブ
に
お
け
る
既
設
道
路
の
拡

幅
に
つ
い
て

名
古
屋
高
速
道
路
公
社
　
建
設
部

森
　
久
芳

16:

25
〜
16:

35

質
疑
応
答

16:

35
〜
16:

45

閉
会
挨
拶
（
土
木
学

会
中
部
支
部
）

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
講
師
な
ど
に
つ
い

て
は
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
参
加
費

聴
講
料
と
し
て
、
正
会
員
2
0
0
0
円
、

非
会
員
3
0
0
0
円
、
学
生
会
員
1
0

0
0
円
を
徴
収
し
ま
す
。

●
定
　
　
員

1
0
0
名（
申
込
先
着
順
）

●
申
込
方
法

参
加
希
望
者
は
、
郵
便
振
替
ま
た
は
現

金
書
留
に
て
参
加
費
を
払
い
込
む
と
と

も
に
参
加
申
込
書（
中
部
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
明
記
の
う
え
、
払
込

証
明
書（
払
込
票
や
現
金
書
留
票
な
ど
）

を
添
付
し
、
F
A
X
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

2
0
0
8
年
3
月
11
日（
火
）【
必
着
】

入
金
確
認
後
、
参
加
証
お
よ
び
領
収
書

を
送
り
ま
す
。
参
加
証
は
当
日
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
・
問
合
先

土
木
学
会
中
部
支
部

〒
4
6
0-

0
0
0
8

名
古
屋
市
中
区

栄
2-

9-

26
ポ
ー
ラ
ビ
ル
8
F

3：

0
5
2-

2
2
2-

3
7
0
5

5：

0
5
2-

2
2
2-

3
7
7
3

郵
便
振
替
口
座：

0
0
8
0
0-

3-

6
5
4

口
座
名：

（
社
）土
木
学
会
中
部
支
部

な
お
、
手
数
料
は
申
込
者
負
担
で
お
願

い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.jsce.or.jp/

branch/chubu/

●
そ
の
他

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交

通
機
関
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

１１
土
木
学
会
関
西
支
部「
都
市
の

街
路
空
間
の
再
構
築
に
関
す

る
調
査
研
究
」
委
員
会
「
街
路

再
生
へ
の
問
題
提
起
と
討
論

会
」

●
趣
旨
・
目
的

2
0
0
5（
平
成
17
）
年
度
か
ら
の
2
ヶ

年
に
わ
た
り
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
日
本
に
は「
街
路
」
と
い
う
言
葉
は

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
本
物
の

街
路
は
少
な
く
、
街
路
の
も
つ
真
の
意
味

を
理
解
し
て
い
る
人
も
ご
く
わ
ず
か
し
か

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
研
究

委
員
会
の
研
究
成
果
発
表
は
、
前
半
に
お

い
て
、
世
界
、
特
に
E
U
に
お
け
る
街
路
空

間
に
関
す
る
考
え
方
の
変
化
、
か
つ
て
わ

が
国
に
も
あ
っ
た「
街
路
構
造
令
」の
思
想
、

昭
和
30
年
代
の
道
路
と
街
路
の
論
争
、
街

路
と
よ
ば
れ
る
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
評

価
軸
を
も
っ
て
日
本（
主
に
は
関
西
）の
街

路
の
評
価
を
試
み
た
結
果
な
ど
を
示
し
、

本
来
の
街
路
の
姿
や
街
路
再
生
に
対
す
る

問
題
提
起
を
行
い
ま
す
。

後
半
に
は
、
村
橋
正
武
、
小
谷
通
泰
、
松

村
暢
彦
、
佐
藤
友
美
子
ら
4
氏
に
よ
り
、

街
路
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

の
街
路
再
生
戦
略
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
本
委
員
会

の
委
員
長
で
あ
る
平
峯
悠
が
務
め
ま
す
。

●
日
　
　
時

2
0
0
8
年
2
月
29
日（
金
）

13:

00
〜
16:

30

●
場
　
　
所

エ
ル
お
お
さ
か（
7
F
）7
0
8
号
室

●
定
　
　
員

1
0
0
名

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

司
会：

太
田
誠
三
（
大
阪
市
）

13:

00
〜
13:

10

開
会
挨
拶

土
木
学
会
関
西
支
部
支
部
長
　
嘉
門
雅

史
（
京
都
大
学
）

13:

10
〜
13:

30

委
員
会
の
経
緯
と
活
動
報
告

委
員
長
　
平
峯
　
悠
（
N
P
O
地
域
デ

ザ
イ
ン
研
究
会
）

13:

30
〜
14:

10

研
究
成
果
発
表
　
そ
の
1

・
発
表
者

平
峯
　
悠
（
N
P
O
地
域
デ
ザ
イ
ン
研

究
会
）、
松
村
暢
彦
（
大
阪
大
学
）

14:

10
〜
14:

50

研
究
成
果
発
表
　
そ
の
2

・
発
表
者

泉
　
英
明
（（
有
）ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
プ
ラ

ン
）、
金
城
昌
幸（（
財
）大
阪
府
都
市
整

備
推
進
セ
ン
タ
ー
）、
岡
村
隆
正（
大
阪

府
）、
友
田
研
也（
大
阪
府
）

14:

50
〜
15:

00

休
憩

15:

00
〜
16:

20

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン「
街
路
再
生
へ
の
挑
戦
」

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

平
峯
　
悠
（
N
P
O
地
域
デ
ザ
イ
ン
研

究
会
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

村
橋
正
武（
立
命
館
大
学
）、
小
谷
通
泰

所　　　属

T E L ：

氏　　　　名

送
　
金

現 金 書 留 ・ 郵 便 振 替 ・ 銀 行 振 込

月 　 　 日 （ 済 み 、 予 定 ）

送　金　合　計 円

所　　　　属 会　員　区　別

正 ・ 学 ・ 非 ・ 賛 助

正 ・ 学 ・ 非 ・ 賛 助

正 ・ 学 ・ 非 ・ 賛 助

参　加　費

所　在　地

方　　法

送　　金

（〒　　　　　　　）

連
　
絡
　
送
　
付
　
先

受

講

者

名

等

「街路再生への問題提起と討論会」

連　絡　者

申　込　用　紙

F A X ：

賛助会員団体に所属されている方は、正会員扱いとなります。
参加証は連絡者に送付します。


